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O歳 ア レ ル ギ ー 患児 の 研究

第 2 編　多変量解析数量化 II・m 類 法 を用 い た ，
ア ト ピー

性 皮膚炎発症に

関す る ア レ ル ギ ー諸因子 の 影響度の 算出に つ い て

　　 東邦大学第二 小児科

小屋二 六 　　鈴木慎一郎

　我 々 は．ア トピー性皮膚炎患児 に お け る 0 歳診断時の ア レ ル ギー諸因子を検討 し，そ の 意義を考え る

こ と に した．対象は ア トピー性皮膚炎患児69名，喘鳴児21名，蕁麻疹 3名，牛乳胃腸管 ア レ ル ギ
ー

児 1
名，計94名 で あ っ た．検討の 結果，以 下 の 事実が 認 め ら れ た，

　1）多変量 解析 数 量化 II類 に よ る レ ン ジ 率相対比 をみ る と
，

ア トピー
性皮膚炎 の 有無 に つ い て は，D ．f．

RAST 値 、ア レ ル ギ
ー

家族歴 ， 卵 白 RAST 値 な ど が 強 い 影響力 を有 L て い る こ とが認め ら れ た ．

　2＞数量化 III類 に て 更 に 検討 を進 め る と ， ア トピー性皮膚炎群に対 し て ， 母方並 び に
一親等に ア レ ル

ギ
ー

歴 を有 す る 群 ， IgE　RIST 殖 が 6UU ／m1 以 上 の 群 ，好酸球数値 40／／mm3 以上 の 群，卵 白・D ．f．　RAST

値が0フOPRU ／m 】以上 の 群，計 6 群が密接 な関係を有 し て い る こ とが 認 め ら れ，ア トピー
性皮膚炎 の 病

態に 対す る関連性が 強 く示唆さ れ た．

Key 　woTds ：　atopjc 　derthatitis− IgE　RAST 　score 　to　D ．f．一 【gE …IAST 　score 　to　egg 　whi 乏e

− multiple 　factor　analys 三s

は じめ に 対 象 お よ び方法

　　乳児期 の ア レ ル ギ ー
疾患 と し て は ，皮膚 の ア レ ル

　 ギー症状が最 も多 く，患児 は 頭部 か ら顔面 に か け て 紅

　 斑や 丘疹を生 じ外来を 訪れ る，

　　それ ら の患児 の 経過を 観察して い る と，一部を除 ぎ

　大多数 の 症例 は ，典型的 な ア ト ピ ー性 皮皮膚炎 に 進行

　 して い く こ とに なる．

　　それ で は，初診時に 施行 した 問診や ア レ ル ギ ー
学的

　 諸検査の どの 点に 注目すれ ば，ア ト ピー
性 皮膚炎発症

　予測が 可 能 で あ る か と い う問 い が次の 問題 と な ろ う．

　そこ で 我 h は
，
こ の 問 い に 対す る解を探究する た め に ，

tt．1年以上経過 し， ア ト ピ
ー

性皮膚炎 と診断 を下 した 患
’

児に お ける ， 初診時の 諸デ ー
タ を多変量解析法を用 い

垂検討する こ と に し た，
接

薹
匡
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RAST 　radioa1 】ergosorbent 　test；　R 【ST　rad め im．

munOSGrbent 　test

　 1．対 象

　 対象は ， 東邦大学第二 小児科ア レ ル ギ ー外来を，初

診 時0 歳 に て 訪 れ た ア レ ル ギ ー患児で，男児56名，女

児 38名、計 94名 で あ る．呼吸困難 を伴 っ た 喘鳴を主訴

とす る 患児 35名 ， 顔面 や 頭部 ， 頚部等に 湿疹を認め る

患児51名， 慢性下痢な ど他の ア レ ル ギ ー症状を主 訴 と

す る 患児 8 名 で あ っ た ．初診時患児平均 月齢は 6．8ヵ 月

で あ っ た．

　 1年以上 の 経過観察結果 を踏まえ ， 内訳の再検討を

行 うと，ア トピ
ー一性皮膚炎を有する患児69名， 喘鳴児

21名 ， 蕁麻疹 児 3 名．牛乳胃腸管 ア レ ル ギ ー
児 1名 と

な っ た．ア F ピー
性皮膚炎 の 診断 に つ い て で ある が，

乳幼 児 の ア ト ヒ 
性皮膚炎 の 定義 自体 が 不 明確な と こ

ろ がある が，環境抗原，食物抗原 に 対 する ア レ ル ギ ー

を有 した り，家族 歴 に ア トピ ー疾患があ る よ うな症 例

で ，接触性皮膚炎，脂漏性皮膚炎 で な い 漫性に経過す

る顔面，四 肢，躰幹 に 分布す る 湿疹局面を有する場合

に ア ト ピ ー性皮膚炎と診断 した ．

　2．方法

　初診時，患児 よ り静脈採 血 を施行 し ， IgE　RiST 値，

好酸球数殖，1）ermatoPhtag ，oidas 　fariuae： D．f，　ilこ対す
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性皮膚炎発症 とア レ ル ギー一
諸因 ∫との 開係

る IgE　RAST 値，卵自 ・
牛乳 ・大豆 の 食物抗原 に 対す

る lgE　RAST 顛 と Ig佳抗体値 の 計 9 項 目を測定 し

た．なお
， 喘鳴児 は 加療を行い ，喘鳴消失後採血を行 っ

た ．同時に ， 3親等 ま て の ア レ ル ギ
ー
痰患 の 有無 を 中

心 と し た 問診を行 っ た．

　IgE　RIST 値は radioimmunoassay 　Sephadex 固柑

法に て，IgE　 RAST 値は paper 　 discを用 い た Phar−

macia 社製 の RAST 法 に て 測定 を行 っ た ．　 IgG，抗体

値 は ，当教室 の 諸井
L，が報告した ご と く，a 】lergenは 凍

乾末 と し て 鳥居薬 品 よ り，peroxidase標識 mOuse 抗

ヒ ト monoclonal 抗体 は ヤ マ サ 醤 油 よ り人手し，　aller ・

gen を 物 理的 吸着 法 に よ り固相 し た enzyme −linked

1mmunosorbentassay 法を用 い て 測定 した ．

　また データ 処 理 に つ い て は，IBM 社製 5550に 社会情

報 サ
ービ ス 社製多変量解析 シ ス テ ム ソ 7 トを用 い て 検

討 した．

結　果

1．多変量解析法数量化 II類 に よ る ア ト ピー
性皮膚

炎と ア レ ル 杵 諸因子 の 関齏 鍍 に 関す る数靴 に つ

い て

　
ア ト ピ

ー
姓皮膚炎が有 る群 と無 い 群を分別する に 際

して ・どの ア レ ル ギ ー
諸因子 が 強 い 影響力を有 し て い

る か を灘 す る た め ｝：・　 U 的獵 を ア ト ピ ー
皺 膚炎

鮪 碓 撫 い 群 とに 諚 し ア イ ラ
・
・ 1頤 恥 飆

変数と して ・ 2 − 5個 の カ テ ゴ v 一
に 册 ・！し．纏 量

解析数量化 11類を用 い て 検 討 した （Tabie　l），

　 こ の 方法論 を 展開す る た め に は ，

　（D 各説明変数相互 間に 独立性 が存在し て い る か ど

うか を，カ イ ニ 乗検定 に て検討し なけ れ ばな ら ない

　（2）計算し て 求 め た判別適中率は 75％を越え て い る

必要があ る．　 ．

とい う 2条件を満た す必要 が あ る．特に 第一
の 条件の

ため に 多 くの 説明変数を一挙に 検討す る こ と が で きな

い ．そ こ で 我 々 は 12 条件を満た す組 み 合わせ 群を設

定 し，か つ 各群 の 中 に 同
一

ア イ テ ム を 組 み 込む よ うに

処理 し，その ア イ テ ム を基準 と し相対的 に 多数 の ア イ

テ ム を比較検討する こ と に した ．

　種 々 の 検討を加えた結果，以下 の 4群 に 分別すれば

2条件が満た さ れ る こ と が 判 明 し た．

Table　 l　Items　and 　category 　list

一
　　 （ObjeCtive　variables ）

Atopic　dennatitis （十） （一）

（Explamation　variables ）

1．Sex ω Ma ！e　工O （2）Female

2。　FarnHy　hi8tory　of 　al】ergy
　　　Matema ［
（王＞
　　　　　sjde

　　　Patemal
（2）
　　　　　side

（3）Both　 side 〔4）N   ne

3．IgE　R 五ST（IU〆mD （1）Under　 IO （2） 11〜20 （3）21− 60 （4）Over　 61

4．Eosinophil　co 岨 ts（／ 
3
） （1）Under　 100 （2）101− 2 0 （3）201〜300 （4） 30ト 400 （5）Over　 401

・．躅 讎
駅 ゜「et ° n ‘

（1）Under　O．34 （2）O，35− O、69 （3）Over　 O．70

　　IgE 盈AST 　score 　to　eg96，
　　whi 至e （PRU ／m1 ） （1）Under　O，34 （2）0 ．35− 0．69 （3）Over　 O　 70

・，驪 讎
獣 t° 融

  Under　O．34 （2）0．35− 9．69 （3）Over　 O．70

8・1認移雑黙〜萎鑢／m1 ）
  Under　 O，34 （2）0、35〜0，69 （3） Over　 O、7 

・耀 魏 嬲曽
「st °

（DUnder 　25 （2）Over　 26

1・．1§鷙 飜 ，lite「s
（1）Under　25 （2＞Over　 2δ

U 櫑 。夛鰡 鞴 3
「s

　 i  ・・d・・ 。・・ （2）Over　 O．4
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Table　2　Range　rat蓄o　ranking 】ist　in　4　groups 　of　exp ］anat 重on　variables

lst　group 211d　group 3rd 　group 4th　group

1【Famny　history
of 　aHerg ト

・ 1』
IgE　R直ST
score 　to　Df ， 1．Faml 】y　history

of 　allergy
1．

Familv　historv　　　　， r
。f　alle τ9y

0．5380 0．5732 05783 o．4774

2．Eoshophil
CDunts

2．
Family　hist。ry
of 　anergy

2．
Eosinophii
（ ounts

2．igE　RAST
score 　to　D ．f．

0 ．34   農 ． o，4972 O．3524 o．4？58

3．IgE　RIST

「

3．
IgE　RAST
score 　to 3，

igE　RAST
score 　to　 milk 3．

Ig£ RAST
score 　to　eg9

soybean white

0．1924 0．2575 0，1799 03460

1gG、　 antibody 1gG．　a 面 bσdy 王gG 、
　 antibody

4，Uters　tD　 milk 4．Sex 4．
■
nters 　to　eg9 4，tlters　to　eg9
white white

01711 00844 0，1玉31 0．084弓

5，
1琴G ・a 冂tibQdy
t置ters 　 to 　eg9 5．

董琴E ・ a孅ti瞬 y
tlters　to 5．Sex

white soybean

O，正09ア 0．0862 O．0532

IgG、
　an 曲 ω y

6．轍 ers 　to 6．Sex
soybean0

，0885  ．045？

Discrlmination
ratlO83

．6％ 80，呂％ 83、6％ 84．2％

393

　　 1群 ： ア レ ル ギ ー家族歴，好酸球数値，IgE　RIST

　 値，IgG，牛乳抗体値，　 IgG4卵白抗体値，　 IgG4大豆 抗体

　 値

　　 II群 ：IgE　D ．f．　RAST 値 ，
ア レ ル ギ ー家族歴，　 lgE

『’
大豆 RAST 値，性別

　　 lll群 ： ア レ ル ギー 家族歴 ，好 酸球 数値，　 IgE牛 乳

　 RAST 値，　 IgG、卵白抗体値，　 IgG4大豆抗体値，性別

　　 IV群 ： ア レ ル ギ ー
家族歴 ，

　 igE　D、f．　RAST 値，　 IgE

　 卵白 RAST 値，　 IgG、 卵白抗体値， 性別
ll

． ま た ，全群 に 組 み 込 ま れ 胴
一

ア イ テ ム は
，

ア ． ，、

ぎギー家灘 で あ 。 た （T 。bl， 2）．

一．． 説明変数 の 目的変数に対する影響力 の 強さを表す レ

ぐ
ン ジ率を，説明変数11項 目ご とに 比較す る た め に ，ア

tl

”
　v ル ギ ー家族歴 の レ ン ジ率を10．0とい う基準値 に 置 き

奎 換え，各群別 に レ ン ジ率を比例配分 して レ ン ジ率相対

蠶比を求め る 作業を行っ た （Fig，1）．

1 ・ ン 蟀 棚 比を基 に して ，ア ト ピー
性皮獻 鮪

袤無を分別す る に 際 し強い 影響力を有す る ア イ テ ム を検

奮討す る と t 第
一

位 は，IgE　D 土 RAST 馗で あ り，碩 に

；一ア レ ル ギ ー
家族歴 ，

IgE卵 白RAST 値，好酸球数値 と

羣な っ て い た．ま た ，食物 IgG
，抗体値は

， 乳 児期の ア 5

鬘

篷
蜑

ピ
ー

性皮 膚炎の 有無に 関 し て は 強 い 影響力を保 持 し て

い な か っ た （Table 　3）．

　 次 に 好 酸球 数値，IgE　RIST 値 に お け る各 カ テ ゴ

リース コ ア を求 め た．お の お の を ま とめ る と，好酸球

軅 は 3 0ノ 
3
を，IgE　RIST 値は 2  IU／m1 蟻 界 と

し て ス コ ア が マ イ ナ ス か ら ブ ラ ス へ 変化 して い る こ と

が判明 した．カ テ ゴ リ
ー

ス コ ア が ブ ラ ス で ある こ とは，

設定上 ，
ア ト ピ ー

性皮膚炎を有する群に影響力を与え

て い る こ と に な る t それ を勘案す る と．ア ト ピ ー
性皮

膚炎を有する こ と は，好酸球数値が 30 ／rnm ’
以上 、

　IgE
RIST 値が 201U／ml 以上 で ある と い う 2 条件 を密接に

関連して い る と考えられ た （Table　 4）．

　2．多変量解析法数量化m 類 に よ る ア ト ピ
ー

性皮膚

炎 と ア レ ル ギ ー諸因子 の 関連強度 に 関す る 数量化 に つ

い て

　多変量解 析法数量化 田 類と は，多次元空間 に 各 カ テ

ゴ リ
ー別の 座標軸を設定 さ せ ，そ の 集合状態に よ り関

連密度を 数量化す る方法 で あ る．

　今回 は ，理解を容易に す る た め ，次元を三 次元 に 固

定 し検討す る こ とに し た．集合状態の 数量化は，三 次

元 に お け る 2点間 の 距 離 の 絶対値 と し て 表 す こ と がで

N 工工
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10．0

ア ｝ ピ ー性皮 膚炎 発症 とア レ ル ギ
ー
諸因 子 との 関係

lgE　RAS τ SGα e　to　D ．f
　　　　　　　　　　　　　　　　（ll．5）

Famlly　hlstorY　Oサaliergy

　　　　　　　　　　　　　　　　（1瞻ω

Fam11y　hlstor四 1部 ergy

　　　　　　　　　　　　　　　　（lo．o）
Fa酬 y　hisてα y　o「δ目ergy

　　　　　　　　　　　　　　　　｛10．O｝

Famlly　h」st。ry 。f　a恥 ・9ソ
　　　　　　　　　　　　　　　　｛田 o）
lgE　RAST　score　to　D．1qo

　Ol

lgE　RAST   ore　t・ eg9

w 賦 e σ．21
ゆ nophii　c・u孀 （53＞

∈。頸〔。ph11　counts （6．1｝

lgE　RAST   e　tO

so ゆean （5，2）

IgE　RIST （3．5）
lgG・anhb ◎dy虻尸ters 璽o　m ｝lk
　　　　　　　　　　　　　　　　　〔3．2｝

lgE　R娼 T 鉱 “ e　to　ml 隊（3．等〉

lgG嗣 an 猛聖bQdy　1僻ters ！o　egg

white くZOl
lg
§躍剿 1罰

st °
Sex 〔ロ 〕

Ig

巳鷯
ヒ1

暫 着）

覧唱te 「s
　
t° eg9

1gG ・an 【嚠bodv 　tI定ε rs　tO
　 Soybe 己［　 （L5 ＞

Se 乂 （0．8）

IgG・anti鰯  
尸
電i‡e6 　t。　egg

whi τe　 ll、6〕
SeK（1，の

1st　 group 　　　 2nd　group 　　　　　　3rd　group

Fig．1．　Standardlzation　of 　range 　ratio 　in　4　groups．

4th　group

Table　 3　Relative　 range 　 ratio 　ranking 　list

Rank 重ng Item Relative
range 　ratio

1IgE 　RAST 　score 　tG　D ．f． 10．8

2Fami ！y　history　of 　 a1 【ergy lo．o

3IgE 　RAST 　score 　to　egg 　whiLe 7．2

4Eosinophi 】counts 6．2

5IgE 　RAST 　scQre 　to　soybean 　　　　　0　　 5．2

6IgE 　RIST
≡
　　　 3，6

71 鹸 咽 ant ｛body　titers　to　milk 3．2

8IgE 　RAST 　score 　to　mnk 3，1

91 邯 ‘antib（レdy　titers　to　egg 　vrhite 1．9

101 鹸 ‘ antibody 　titers　to　soybean 1，6

nSex 1，2

きる．つ ま り，

の 2点間 の 距離 は
，

点 A （a ， b，
　 c） と点 B （a

’
，
　 b’，　 c

’
）

　　　　　　　　　　 a
−

a
’ 2

十 b − b’　十 c
−

c
’
）
2
に

て 計算する こ とが 可能 となるわ け である （Flg．2）．ま

た，数量化IH類 に お い て は，数量化 H 類 と違 いu 各ア

イ テ ム 間の 独立性が問題 と は ならな い た め に
， 数量化

II類 に よ り比較検討 で き得 な か っ た 各 ア イ テ ム の カ テ

ゴ リーレ ベ ル で の 比較が可能 とな る．

　　　　　　Table　4　Category　score ！正st

（EoslnOPhil 　CO り nt5 　@：　6■4

（19E 　RiST ：3，

j 　 そこでま ず ， ア レ
ルギー 家 族 歴 の 種 a の 内 容

ア ト ピー 性 皮膚 炎の 有無 との関 連を検討した．数量

HI 類 に て 処 理 を 行 う ア イ テ ム 並 び
にヵ

ゴリ ー は 　アト ピー性皮膚 炎 ： （1）有 り

（2 ） 無 し 　ア レ ルギー家
族

歴 1 ： （ 1）一親等 に 有

，（2 ） 二 親 等以上 に

り，（
3
）無 し N 工 工 一Eleotronio 　
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（b − b
「
＞
2
＋ （・ 一

・

．
）
2

Fig、2，　Calcu！ation 　of 　distance　between　po三nt　A　and 　B．

Table　s　Category 　score 　list　of　atopic 　dermatitis　and

　　　　 family　history　of 　al ！ergy 　（3　items）

Ca【egory 　score

Item Category
1st 　 axis2nd 　axis3rd 　 ax 弖s

（＋ ）
一

〇．幡 575 一
〇，0225510 ．Ol2161

A 監opic 　dermatttis
（
一

） O．0236680 ．  62242 一
 ．033616

lst　degree O，014255 一
〇．042013 一G．Ol6783

Family　history
of　allergy 〔王）

Over　2　nd 　degree O．0181030 ．0窪5973O ．04L537

None 一  、2257440 ．018255 一〇、006575

Maternal　 side o．Ol4927 一〇，010476o ．064737

Patemal 　side 0，0王987G0 ．085961 一
〇、072987

Family　hlstory
of　aliergy （ID BoUI　sido 0，012137 一

〇．今64158 一〇、095118

None 一
〇．2257440 ．018255 一G，0岱6575

Asthma 0．G17882G ．083019 一
〇．9弓2497

Atopic　dermatitis o、014432 一
〇，O 4023O ．135521

F
繍 獣 a鬟） Other　 anergic 　disease0 ．◎14313 一

〇，04ggoo 一
〇．199484

None 一〇．225744O ．G18255 一
〇．oo6575

　ア レ レ ル ギ ー家族歴 2 ：（1）母方に 有り，（2）父方

に 有 り，（3）両方 に 有 り，（の 無 し

　ア レ ル ギ ー家族歴 3 ：（1）三 親等内 に 気管支喘息有

り，（2） ア ト ピ ー
性皮膚炎有り，（3）そ の 他 の ア レ ル

ギー
疾患有 り，（4）無 し

の，4 ア イ テ ム 13カ テ ゴ リ
ー

と し て 検討を行 い ，各 カ

テ ゴ リーの 三 次元座標軸に あた る各三 軸 の カ テ ゴ リ
ー

ス コ ア を求め た （Table　 5）．次に t ア レ ル ギ ー家族歴

1 ，2 、3 に 含ま れ る ， 11個 の カ テ ゴ リ
ーと「ア トピー

蛙皮膚炎有 り」 とい うカ テ ゴ リーと の 関連を ， 相互間

の 距離の 絶対値 と し て 算出 し た．「ア ト ピ
ー

｛生皮膚炎有

り」 とい うカ テ ゴ リーに近 く，関係 が 緊密 と思わ れ た

カ テ ゴ リ
ーは，

一
親等 に ア レ ル ギ ー家族歴有 り」とf母

方 に ア レ ル ギ
ー

家族 歴有 り」 と い う 2 つ の カ テ ゴ リ
ー

N 工工
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で あ り，各 2点問の 距離の 差 は ほ とん どな く，両者の

優劣 の 差 は な い と 思わ れ た．しか し，他の カ テ ゴ リー

は 「ア ト ピ
ー
性皮膚炎有り」 と い う カ テ ゴ リ

ー
と の 距

離は 遠 く，緊密度 は 低い と考え られ た （Table　6），

　次 に ，種 々 の 臨床的 ア レ ル ギ ー
諸因

．
fデー

ダ と，ア

ト ピー
性皮膚炎 の 有無 との 関連 を検討 した．そ の 際，

使用す る ア イ テ ム 並 び に カ テ ゴ リ
ー

は 以下 の ご と くに

設定 した，

　 ア ト ピ
ー

性皮 膚炎 ：（1）有 り．（2）無 し

　IgE　 RIST 値 ：〔1）201Uhml 以 下 ， （2）2ユー601U！
ml ，（3） 611Ulmi以上

　好 酸 球 数 値 ：（1）200・’mm3 以 ド，（2）201〜400ノ

●

Tab ！e　6　 Tightness。f　each ”family　histor・　of　allerg）e
’”

⊂ ategory 　to　the　item
」電
atopic 　dematitis　G ）

”

　　　　　　　　　　　…
Item　　　　 I

Disヒance 　to　the　item　
、しAtopi⊂ dermatiti5（十 ソ

Categ。 r｝
−

（a ．．−a’） （b− bつ
…

（c
一
の ヤ

〆（a − a
’
）

z
十 （b− bつ3

＋ 〔c
−
c
’
ヲ至

15t　degree 一〇．0322430 、。19462i 。、028944 0．e474973

Fam 且y　hlstory
　　。f　a】lergy・〔王）　

1O Ψer　2　nd 　degree 一
〇，02667B 一

〇．118524凶 、029376…　 　 0．1249S99

醤one o，217169 一
〇．040806O ．018736　1　　　　　　　　　　　　0．2217620

Ma しernal　slde 一〇，023502 一
〇．o上2075 一

〇．053576 O．0588413

Paternal　 si｛】e
一
〇．028445 一

〇．108512O ，085148  ．Σ408332
Famlly　history
　　of 　all∈τgy （II） Both　 side

一G．02G712O ．0416G70 ，107279 0．王072？86

NDne o，217ユ69 一〇，04〔｝806O ．01お736 0．2217620

Asth飢 a
一
〇， 26457 一

〇．1055700 ．054658 0．晝217879

iA ・。pi・ d・… ・id・ 一
〇．  23007　　− O．018528一〇．12336G 0．王268467

Fam 蠱y　history
・ f ・ller爵

「
　　 i

　　　　　　　　　　　　　　　　　…
　　　　　　　　　　　　　　　　　…

Other　allergic 　disease
　　　　　　　　　　．−o．022888O ．G27349O 、141645 0、1466065

None O．217169 一
〇．040806O ．088736 0，2217620

Tab且e　 7Category 　score 　list　of 　atopic 　dermatitis　and

　　 allerg ｛c　factors （4　items）

1亡 
Category　score

Category
1st　 axis2nd 　ax5S 　i　3rd　ax 晝s　　　　　　　　　1

（＋ ） 0．G22235 一G．025380　
…

　　O．OO2277
Atopic　dermatitis

（一）　　　　　　　　　　一一〇．G61370O ，0700491 − O．OO6292

UndeT　20　iu！ml 一〇．0455030 ，022564O ，109890

IgE　R 王ST 21〜601U 〆ml 0．G33214G ．019445 一G．087830

Ovα 511U／m 】 0．G79844一
〇．0223520 ．020945

UndeT　200／mm 墨 一
〇．0生77130 ．06塾386O ．Ol5384

Eosin。phil　counts201 − 4GO／ 
3 一

〇．033490 一
〇．0772190 ．OO6156

Over　401／ 
， O．052450 一

〇．050643 一〇．029997

Under　O ，34　PRU ／m1O 、022062 一G．155722 一
〇．089◎90

IgE　RAST 　score

　to　egg 　white
G．35〜  ，69PRU ／mI

一
〇，0557聞 0．GO86190 ．005376

Over　O．70　PRU ／【nl 0．0747420 ．Oi80690 ．009707

Under　O，34　P良U／ml 一〇．0380080 ．069443O ．089794
IKE　RAST 　score

　toD ，f．
0．35〜0．69PRU ／m 】 0．0330960 ．024452 一

〇．044539

Over　G．70　PRU ／ml 0．054733o ．0116G6o ．oo275 

t

Contr圭bu亡重oo 　rat1Q 　：53．5％

t
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Mrn3 ，（3）401／mmS 以上

　卵 白 RAST 値 ： （1） O．34PRUIml 以 下 ，（2）

  ，35〜O．69PRUfml ，（3）   ．70PRUlml 以上

　D ．f．　 RAST 値 ：（1） 0．舗 PRU 〆mi 以 下，（2）

0．35−−0．69PRU ／ml
， （3）O、70PRU ／ml 以上

　以上 の 5 ア イ テ ム 14カ テ ゴ リ
ー

に て 数量化 III類 に よ

397

る 検討を行 い ，各 三 軸 の カ テ ゴ リー
ス コ ア を求 め た

（Table　7）．

次 に ， ア レ ル ギ ー
家族歴群 に お け る 検 討 と 同様に

，

「ア ト ピ ー
性皮膚炎有 り」の カ テ ゴ リ

ー
と，

ア レ ル ギ ー

諸囚 千 群 12カ テ ゴ リ
ー

との 想互 の 距離 の 絶対値 を 求 め

た （Tab 】e　8）．

ー
」

｛≡
i．

Table　8　Tlghtness　of　each
’tal

］ergic 　factor
「

⊂ ategery 　to　the　item ”

atopic 　dennatitis（十）
”

Item
Distance　to　the　item“Atopic　derma巨tis（十）

”
Category
　　　　　　　　　　　　　　 3

（a
−

a
尸
〕． （b− b「） （c 一

の v
ノ
（a
−

a
’
）
2
十 （b− bつ12十 （c − c

・
）
2

Undeτ 20iu！mI 0．σ67738 一
〇．0｛7944 一

〇．107613 O．工333465
IgE　RIST 21−　 601U ／ml 0、010979一  ，044825o ．ogoユ 7 0 ，1012368

Over　 6HU ！ml 0．0798韜 一〇．003028 一・−0．0186｛B O．G820512

Under　200／mm5 0．0399噛8 一
〇．086748 一

〇．o毫3107 O．0963986
Eosin。pLil
　 counts

201〜　400．1！mm 圀 0，055？150 ，05三839 一
〇．003879 o．0761ggo

Over　 401／mm3 一
〇．030215O ．025203 一

〇、27720 O．0481601

Under　 O．34PRU ／m10 ，00G173O ．i30342o ．  91367 0 ，1385759
IgE　RAST 　score

to　Egg 　w 烈i隻e0
．35− 0．69PRU ／ml0 、07呂023 一〇．033999 一

〇．oo3099 o、085ユ嗣 5

Over　 O，70PRU ／mI 一
〇．05250ア 一〇．043449一

〇．007430 0．06臼5558

Under　O．34PRU ／m1
一

〇．060243 一
〇．094B23 一

〇．087517 o．ユ424075
IgE　RAST 　score
　　　　toD ．f． 0．35− O．69PRU／m 】

一
〇．01086工 ： 0．0498320 ．0‘6816 O．06923GO

Over　 O，70PRU 〆醐 0，032498 一
〇．036986 一

〇．000473 0．0492361

｝ Tab 】e　g　 Category　score 　list　of　atopic 　dermatltis，

　　fam三ly　history　of 　allergy ，　and 　IgE　RIST

Item Category
Category　score

1st　axis2nd 　axis3rd 　axis

At叩 ic　dermadds
（＋） O．Oi4955O ，α2750G 一

〇．018346

（一〉 一
〇．041277 一〇、075902O ，05G622

1S亡degree 一
〇，0144400 ．037575O 、009202

Fa鵬 ily　hist。τy
of　alle 【gy（王）

Ovef　2nd　degτee 一
〇，¢2？710 一

〇．076636 一
〇．027551

None o，269287 一
〇．056工890 ．G24325

Matemal　side 一
〇．016755O ．002636 一

〇．059542

ぎ融 謡 7
Patemai　 slde 一〇．034458一

〇．0976G7O ．の5曾683

Bo ！h　side 一
〇．0 64890 ．1（喝4150 ．G89331

None 0，269287 一
〇．0561890 ．024325

Under　201U／m1 一
〇，0¢49740 ．0610810 ．080527

IgE　RfST
11− 201U／衂 G．001685 一 ．0433080 ，045510

2ト   lu／副 0．0013了3 一〇．021987 一〇，085072
Over　611UlmI0 ．OO58810 ．069859 一

  ，028305

Contribution　ratio ：68．4％

剛呻齢
卑

ヨ
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　そ の 値を基 に 検討する と．「ア ト ピ ー一性皮膚炎有 り」

の カ テ ゴ リ
ー

と最 も緊密度 が 高い カ テ ゴ ゾー群 （距離

の 絶対値0．05以内〉は，「好酸球数値401／mm3 以上」と

「D．f．　RAST 値0．70PRUlml 以 上 」 の 2 カ テ ゴ リ
ー

で

あ つ た，

　そ の 次に 緊密度が高い カ テ ゴ リ
ー
群 （距離 の 絶対値

0．90以 内） を 順 に 列 記す る と，「卵 白 RAST 値0．70

PRUlml 以 上」：  ・0685558，「D．f．　RAST 値 O．35＿

0、69PRU 〆ml 」：0．G69230 、　 f好 酸球 数 値 201〜400，i

mm3 」：0、0761990，「lgE　RIST 埴611U！m1 以 上」：

O．0820512．「卵 白 RAST 値 O．35〜O．69．　PRU ／ml 」 ：

0、0851645，と い う結果 で あ っ た ．

　今まで 別 々 に 検討を行 っ た ア レ ル ギ
ー
家族歴群 とア

レ ル ギ ー諸因 子群 を 同 列 に し て 検討 す る た め に ，ア レ

Table　 10TightneSS 　Qf 　eaCh
‘’family　hiStOr｝

’
Of 　aliergy 　 and 　IgE　RIST −

　CategOry 　tO　the　item
‘‘
atDpiC 　dermatitiS（＋ ）

”

　　　　　　　　　　　ヒ

ltem
D三stance　to　the玉tem

‘’
atopic　dermatitis（十）

P

Categ。 ry

（a − a
’
〉 （b− b’） （c − c

’
） ♂（a − aFア＋ （b− b厂）・

÷ （c −，
’
）

・

1st　degree G．029395O ．010075 一〇．027548 O，0415186

驪i謙 呈
「

ダ
・ Over　2nd　dcgr  O．042665O ，1041360 ．009205 O ．上12912．7

No 日e
一〇．254332O ．083639 一

〇．D42671 O，271互259

Ma ！emal 　side O．031710O 、0248640 ．041196 D，0576263

　　　　　　　　　l　 Pa ヒemal 　sidehistorV o，G49453o ．1251 ？ 一G．0780Z9 01555175Family　 　 ．
of　al［ergy （Il） ．

　　　 Both　 side 0．021444 一〇．080915 一
〇，lo76ア7 ゆ、上363865

l　 　 N ・・e
一

〇．254332O ．083689 一D，042671 B．2711259

lU 自de・ 1。エU！ml O，0工9929o ．026419 一
〇、098873 O．1042631

i11 −　 2DWm 】 0、0132700 ．070808 一
〇，063855 3．0962662

IgE　RISTi21
−　 6。IU〆m1 0．013582o ．0494B70 、066725  ．0841760

i 。…　 611U／ml o．Gogo74 一〇．0423590 ．009959 ゆ．044447？

Table 　 ll　 Category　score 】ist　of 　atopic 　dermatitis，

　farniiy　history　of　allerg｝
’，　and 　eosinophil 　counts

Item
Categ。 ry

Categoryilstax
誌 2nd　 axis3rd 　axis

（＋）　　　　　　i− o，013521 一
〇．032709 一〇，Oll413

At。pic　dematitis 　　　　　　　　　　5

（一） O．0373190 ．090276O ．0315  1

1st　deg祀 e o，  1弓881 一
〇．026679O ，D49537

Family　history
of　allergy （1 ）

Over　2nd 　degree0 ， 271050 ．053641 一
〇．116076

None 一
〇．2712280 ．G43240 一

〇．OG8899

Matemal　 side0 ，017655 一
〇．0051GO 一

〇、034447

I　 Pat  al　side 0．0302690 ．098631o ．019854Family　hjstory
of　allergy （H ） Both　8ide 0，0G8922 一G．098864O ．G7360正

i　　 N 。ne
一
〇．2712280 ．043240一

〇．oo8899

Under　200．／ 
3 一

〇，0σ4曾370 ．045419O ，05 312

EQsinophi！counts 20ト 400！ 
90 ．GO2674 一〇．023512 一G．078521

Over　40Lノ 
3o ．（鵬 472 一

〇．060285 一G、008？39

C ｛〕ntribution 　 ratio ：60．3％
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Tab 】e　 12Tightness 　of　eac ｝1
‘‘family　history　of 　aUergy 　and 　 eosinophil 　counts

”

　　 category 　te　the　item ‘‘
atopic 　dermatitis（＋ ）

11

凵

　　　　　　　ltem
Distance　to　t』e　item‘bat叩 ic　dermatitis〔＋ ）

”

Category
（a − a

「
） 匹　 （b− b’）　　　　　　　‘ （c ・−cつ ノ（a − a つ2＋ （b− b厂）a＋ （c − c

「
）2

置st　degree 一
〇．02呂402i − o、oo5030 一一  ．06四 50 O．0675U4

Famiiy　history
。f　aUerg 》

・（1 ＞
Over　2nd　degree 一

〇．。4G626　i− 。．03635G
　　　　　　　　　．

D．王04663 0．2952421

None 0．257707i − G．075949 一
〇、oo2514 O．2686ア69

M 自［emal 　 side
一

〇．031176 一
〇，027606   023034 O、0475783

Paternal　side 一
〇．043790 一

〇．Bi340 一  ．031267 0．1419337

艢 謙 躍
『

Both　 side
一〇．022443o ．06δ155 一G、0850三4 0，110G33王

Noae 0．2577G7 一
〇．075949 一

〇、OO25ユ4 0、2686769

U蜘 2。0、／  3i −0．。08584 一
〇．llG837 一〇，Oα 725  ．1271546

EosinophH
　 counts

201 − 4。01mm ・ i− o，Ol6195 一〇．OO91970 ．067108 0．G694269

Over　 401／mm3 　 i− 0．Ol9993　　　　　　　　　　　　　　　　　． G．027576 一G．OG2674 0，G341525

ル ギ ー家族歴群 よ り 2 ア イ テ ム ，ア レ ル ギ ー
家族歴 1

と 2，ア レ ル ギ ー諸因子 よ り．
．一

番 ポ ピ ュラ
ーな 2 つ

の 検査で あ る IgE　RIST 値 ， 好酸球数値 の 2 ア イ テ ム

を選び検討を行 っ た．そ の 際，固有値寄与率累積百 分

率を低下 させ な い よ うに t ア レ ル ギ ー家族瀝i1， 2，

と IgE　RJST 値 の 組み合 わ せ ，同
一 2 ア イ テ ム と好酸

球数値の 組 み 合 わ せ 2 つ を設定 し検討す る こ とに した

（Table　9〜ユ2）．

　 2 つ の 組 み 合わせ を相対的 に 検討 し，「ア トピ ー性皮

膚炎有 り」 に 対す る各 カ テ ゴ リー
の 距離 の 絶対値をみ

る と，予想さ れた と お り，「一親等に ア レ ル ギ ー
家族歴

有り⊥ 「母 方 に ア レ ル ギ ー
家族歴有 り」，「lgE　RIST 値

611U／ml 以 上」，「好酸球 数値401／mm ’

以上」の 4 カ テ

ゴ V 一が 近 い 関係を認め る 群 と な り，緊密度が 高 い と

考筋 れ た ．か つ そ の 中 で は，「職 職 働 1ノ 
3
以

上」 の カ テ ゴ リーが
， 最 も緊密度が 高 く．他 の 3 カ テ

ゴ リーは
，

tiぽ 横
一

線 に て 続 い て い る とい う状態を 認

め た．

考 　案

　ア ト ピ ー性疾患の 発症 に 対し て，遺伝が深 く関与 し

て い る事実 は ，親等別 や 父方母方 の 別な ど多方面 か ら

検討2｝−51が行 なわれ て い る．しか し，各方面に て の 多 い

か 少ない か とい う
一つ の 基準 （変量〉の み の 検討法 で

は，相互間 の 絶対値比較 は 不 可能 で あ っ た．しか し我 々

が 今回 検討 し た 多変量解析法を用 い る と，そ の 問 題点

は 氷解し，ア レ ル ギ ー家族歴 の 諸因子の 中 に お い て は

「母 方 に あ る」 と い う 因 子 と 「．一・一親等 に あ る 」 とい う因

子が．児 の ア F ピー
性皮膚炎発症 に 対 し，ほ ぼ同等の

強 い 影響力を持 っ て い る こ と が数量的 に 把握 で きた ．

こ れ は 控 々 木
Z｝
の 報告と 同

一結果で あ り，母方で 一親

等 ，
つ ま り母 自身 に ア レ ル ギ ー歴 があ る か ど うか が 児

の ア トピ ー
性皮膚炎発症の 鍵を握 っ て い る とい う結論

と な っ た ．上原
制

は 「ア ト ピ ー家族歴 」を ア ト ピ ー性皮

膚炎 の 重要な診 断項 目に 位置づ け る こ とは ，核家族化

し て い く現在 に お い て は 問題があ る と い う指摘を行 っ

て い る が，二 親等以上 の ア レ ル ギ
ー
家族歴 の 影響力 は，

数値 を み る か ぎ り希薄 と考 え ら れ，重要 な擣報 の
一

つ

とは 考 えられ なか っ た．

　 ア ト ピ ー
性皮 膚炎患者 に お い て ，血清 IgE値 が正 常

者 に 比 し て 高値を 示す と い う事実は 諸家
fi♪’1°コに よ り

指 摘され て い る が，こ の 血清 IgE 抗体 は ア ト ピ
ー
性皮

膚炎 の 病態と関連す る の か とい うこ とに なると意見は

分れ る．pure 　AD に お い て は IgE 値上 昇率は 軽度 で あ

り，気道 ア ト ピ ー
に 対す る IgE 抗体 の 役割 とは 全 く異

な る もの だ と い う意見
6⊃と，逆 に ア ト ピ

ー
性皮膚炎患

児の 方 が 気 道 ア ト ピー
患児 よ り高 い IgE値を認め た

とい う報告や，た と え IgE抗体 が ア ト ピ ー性 皮膚炎初

発時 の 病態 と は無関係で あ っ た と して も， ．進行 し て い

く過程 に お い て は 密接 に 関 連 し て い る と い う報告
B）
も

あ る．我 々 の 結果 も 「密接な関連 」 を支持 して お り，

特 に IgE　RIST 　611U〆ml 以 上 の 0 歳湿疹 児 は 1 年 後

に ア ト ピ ー性皮膚炎の 診断を下 す こ とに なる可能性 が

大 で あ る と考 え られ た ，
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400 ア ト ピー性皮 膚炎 発症 と ア レ ル ギー
諸因 子 との 関係

　 血 清 IgE抗体と 同様に ，ア トピ ー
性皮膚炎患者 の 特

異的 IgE抗体を RAST 法 に て 測定 す る と．陽蛙 の 結

果を得る 例が多数認め られる とい う報 告
lu − ls）

も多 い ，

特 に 食物抗原 や 吸 入 抗原 に 対す る 特異的 lgE抗 体 の

出現率が高 い と さ れ て い る， こ の 点を根拠 と し て ，反

論
1ηが ある もの の 1 ア トピ ー

性皮膚炎の 成 因 に 食物 ア

レ ル ギ ー
や タ

1
ニ ア レ ル ギ

ー
を組込 み ，抗原 に あた る食

物摂取 を禁 止制 eelS］
−23）

した り，ダ ニ を除去 した部屋を

用 い た 治療 を行 い 効果を得 たとい う
2“ 25）

報 告 が 種 々 認

め られ る．そ こ で 我 々 は 多変量解析 とい う手法を用 い

る こ と に よ り，そ れ ら の 治療の 根拠で あ っ た，特異 IgE

抗体出現率 が 単 に 高い と い う事実を，ア ト ピ ー性皮膚

炎を有す る こ とと扉 白や D．f．　RAST 値 が 高値 を示 す

こ との 相関性を数量的 に 解明 し。密接な関連 を持 つ と

い う事実に ま で 発展 させ る こ と が で きた と 考 え て い

る．ま た ，7 ト ピ ー
性皮膚炎の 有無に 対す る，D．f．や

食物 IgE抗体 の 影響度 が，レ ソ ジ 率相対比 に よ リ ラ ソ

ク 付け された事実 は
， 宮川 ら

2e）h：ア トピ
ー
性皮膚炎除

去食療法に お い て ，RAST2 十 以上 の 14種食品 の
一

部 で

ある卵，牛乳 米 の 制限 の み で 充分な効果 が 得 られ た

とい う報告の 裏付け と な る か もしれ な い ．

　 ア ト ピ ー
性皮膚炎 と好酸球に 関 し て は，日常診療時

に 見慣れ て い る 割 に は 詳細 な研究
271蚓

は 少 な い ．我 々

の 検討よ り，ア ト ピ ー
性皮膚炎 に 対 して 末槽 好酸球数

とい う比較的 simple な検査項 目が，か な りの 影響力を

有す る こ とが 判明 した、 こ の 方面 の 更に つ っ こ ん だ 検

討が急が れ よ う．

　最後に 乳幼児に お け る IgE　RIST 値 好酸球数値の

基準 に つ い て で あ る が ，IgE　RIST 値 に つ い て は．

Orgel ら
s，St201U ／m 】，　 Hamburgeri9｝

“i601U ／ml ，
　Wit・

ting ら
30 ｝ta641Ufrn1 を提唱 し て い る．我 々 が 求 め た 数

量化1】類 の カ テ ゴ リース コ ア をみ る と，201UXml を境

に し て マ イ ナ ス 値 か らブ ラ ス 値 に 変換 し て い る こ と が

わ か り，我 々 は ，Orge1 らと同 じく，201U／m ｛を 0歳 ア

レ ル ギ ー患児の 基準値 と推定 し て い る．好酸球 数値 に

関 し て は
， 見渡 し た と こ ろ報告 は 見当らない ．同様な

方法論 の 結果，我 々 は 30D／mm3 を基準値 と して 設 定

し，臨床面 に て 検討 し て い く予定 で あ る．
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　　　（2｝　Eosinophi！　counts 　more 　than　401〆mme 　group．

　　　（3）　RAST 　score 　to伽 幻娜 砂加 go∫4郎 ノllrinae　mere 　than　O．70　PRU ／rnl　group、

　　　（4）　RAST 　score 　to　egg 　white 　more しhan　O．70　PRU／ml 　group ．
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